
　
　令和６年度当初予算額：３千万円　
（市町村振興補助金10億３千万円の内数）
【事業概要】
人口減少・高齢化などにより様々な課題が顕在化する中、市町村が将来にわたり持続的・安定的に住民サービスを提供する機能や体制を維持するため、将来のあり方に関する研究会等を設置し、住民への情報発信や合意形成に向けて取り組む市町村を支援。

・合併を選択肢に入れるなど、踏み込んだ将来のあり方に関する研究会等の設置
・丁寧な情報発信、議会や住民との課題共有等の取組み
などに着目して支援
◆ 補助金額　　1千万円／1団体
【国立社会保障・人口問題研究所　将来人口推計（令和5年）の概要】
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市町村振興補助金（あり方議論推進分）を拡充


～将来のあり方議論に積極的に取り組む市町村を支援～





基礎自治機能の充実・強化に向けた市町村局の主な取組内容





令和３年度





令和５年度





令和４年度





令和２年度





「町村や地域の行政課題・


対応方策」の共同検討


【南河内地域】





「首長・町村議会との意見交換会」の実施


※「財シミュ」の結果等を踏まえ、


今後のあり方等を議論





町村の将来のあり方に関する勉強会【１０町村】





「中長期財政シミュレーション」の


共同作成


【８団体公表】





「南河内地域２町１村未来協議会」【南河内地域】





個別の町村勉強会


（島本町、その他）





「中長期財政シミュレーション」の更新
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